
1 

 

 

 

 

 

 

人権問題に関する市民意識調査 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年（2021年）９月 

 

 

枚方市 市長公室人権政策室 

  



2 

 



3 

 

目 次 

第１章 調査について ...................................................................................... １ 

 

第２章 調査の概要 ........................................................................................ １ 

 

第３章 報告書の見方 .................................................................................... ３ 

 

第４章 集計・分析 ......................................................................................... ４ 

回答者の属性 ............................................................................................ ４ 

１．いろいろな人権問題についての意識や考え方について ................................. ６ 

２．住まいのことや就職、結婚相手・パートナーに対する意識や考え方について ... 14 

３．ここ５年間の人権をめぐる法律や条例の施行、 

及びこれらに関する人権問題について .................................................... 18 

４．新型コロナウイルス感染症における人権侵害の問題について ...................... 26 

５．インターネットにおける人権侵害の問題について ....................................... 28 

６．人権や差別に関する考え方について ....................................................... 30 

７．人権問題の解決に向けた行政の取り組みについて .................................... 32 

８．人権について学ぶための機会について .................................................... 33 

９．人権侵害について ................................................................................ 40 

10．あなたご自身のことについて ............................................................... 46 

 

第５章 結果のまとめ ................................................................................... 48 

 

第６章 資料編 ............................................................................................ 53 

アンケート調査票(案内文及び調査票) ......................................................... 53 

 

 

 



4 

 

 

  



1 

 

第１章 調査について 

本調査は、令和４年度（2022年度）に策定予定の（仮称）枚方市人権施策基本計

画など、今後の人権施策に活用するため、市民の様々な人権課題に関する意識につい

て調査したものです。 

 

第２章 調査の概要 

１）調査対象者と配布数 

調査対象：枚方市内に居住している満 18歳以上の方 

抽出・配布数：3,000 

抽出方法：年齢階層別ランダムサンプリング（住民基本台帳データを使用） 

２）調査実施方法 

郵便による配布・回収（インターネットによる回答も可能） 

３）調査実施期間 

令和３年（2021年）６月 23日（水）～令和３年（2021年）７月９日（金） 

４）調査票の回収 

回収数：郵便 960票+インターネット 213票＝1,173票 

有効票 1,168票    無効票５票 

回収率：39.1％（1,173票/3,000票） 

有効回収率：38.9％（1,168票/3,000票） 

５）調査の項目 

①いろいろな人権問題についての意識や考え方について 

②住まいのことや就職、結婚相手・パートナーに対する意識や考え方について 

③ここ５年間の人権をめぐる法律や条例の施行、及びこれらに関する人権問題に

ついて 

④新型コロナウイルス感染症における人権侵害の問題について 

⑤インターネットにおける人権侵害の問題について 

⑥人権や差別に関する考え方について 

⑦人権問題の解決に向けた行政の取り組みについて 

⑧人権について学ぶための機会について 

⑨人権侵害について 

⑩あなたご自身のことについて 
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６）枚方市人口とアンケート回答者の年齢構成 

アンケート回答者の年齢構成は枚方市人口と概ね同様です。 

20 歳～24 歳、45 歳～49 歳は枚方市人口よりも２ポイント以上低く、65 歳

～74歳は３ポイント以上高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

2.5

6.1

5.2

5.6

6.5

7.8

9.8

9.2

7.4

6.3

7.0

9.6

7.1

10.0

1.3

3.9

3.6

5.5

6.2

6.4

7.6

10.2

7.1

8.1

10.1

13.4

7.8

8.9
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25～29 歳

30～34 歳

35～39 歳

40～44 歳

45～49 歳

50～54 歳

55～59 歳

60～64 歳

65～69 歳

70～74 歳

75～79 歳

80 歳以上

図 枚方市人口とアンケート回答者の年齢構成

枚方市

人口構成比（％）

アンケート

回答者構成比（％）※

表　枚方市年齢別人口（住民基本台帳　令和３年（2021年）６月１日現在）

枚方市
人口数

アンケート
回答者数

枚方市
人口構成比

（％）

アンケート
回答者構成比

（％）※

構成比差
（ポイント）

18、19 歳 8,296 15 2.5 1.3 -1.2
20～24 歳 20,574 45 6.1 3.9 -2.2
25～29 歳 17,713 42 5.2 3.6 -1.6
30～34 歳 18,806 63 5.6 5.5 -0.1
35～39 歳 21,868 71 6.5 6.2 -0.3
40～44 歳 26,187 74 7.8 6.4 -1.4
45～49 歳 33,047 87 9.8 7.6 -2.2
50～54 歳 30,998 117 9.2 10.2 1.0
55～59 歳 25,161 82 7.4 7.1 -0.3
60～64 歳 21,428 93 6.3 8.1 1.8
65～69 歳 23,662 116 7.0 10.1 3.1
70～74 歳 32,301 154 9.6 13.4 3.8
75～79 歳 23,962 90 7.1 7.8 0.7
80 歳以上 33,892 103 10.0 8.9 -1.1
無回答 - 16 - - -
合計 337,895 1,168 100.0 100.0 0.0

※無回答を除く
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第３章 報告書の見方 

○図中の「合計」には、「無回答（回答なし）」を含んでいます。 

○図及び表の“Ｎ”は各設問における母数を表しています。クロス集計の場合の“Ｎ”

は、項目ごとに構成比を算出するために用いる母数です。 

○百分比（％）は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しています。そ

のため、四捨五入の結果、比率の合計が 100％と一致しないことがあります。 

○百分比（％）の 0.0％の数値はグラフに表示していません。 

○調査結果は、原則として男女別・年齢層別のクロス集計で表示しています。 

但し、男女別の合計には「男性・女性では答えられない」「答えない」を含みます。 

○本報告書において、「18歳～３9歳」を「若年層」、「40歳～59歳」を「中年層」、

「60歳以上」を「高齢層」と定義しています。 

○下記の用語説明は、巻末の調査票を参照してください。 

「障害のある人」（P57）、「ヘイトスピーチ」（P57）、「性的マイノリティ」（P57）、

「同和地区」（P60）、「人権相談窓口の開設」（P68）、「戸籍謄本や住民票を第三

者に交付した時に事前に登録した本人にお知らせする制度（本人通知制度）」（P68） 

○「問 19 人権問題や今後の人権教育・啓発、人権擁護についてご意見・ご要望」

は、今後の人権施策に活用させていただきます。 
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第４章 集計・分析 

 

１） 回答者の性別 

「女性」（58.6％）、「男性」（38.1％）、「答えない」（1.5％）、「無回答」（1.5％）、

「男性・女性では答えられない」（0.3％）となっています。 

「女性」（58.6％）は、「男性」（38.1％）より 20.5ポイント高くなっています。 

 

２） 回答者の年齢 

年齢層別の割合でみると、多い順から、「70 歳～74 歳」（13.2％）、「50 歳～54

歳」（10.0％）、「65歳～69歳」（9.9％）、「80歳以上」（8.8％）、「60歳～64歳」

（8.0％）、「75歳～79歳」（7.7％）、「45歳～49歳」（7.4％）となっています。 

「18歳～39歳」の若年層は 20.3％、「40歳～59歳」の中年層は 30.7％、「60

歳以上」の高齢層は 47.6％となっています。 

枚方市人口（Ｐ２参照）とアンケート回答者（無回答を除く年齢別構成比）を比較

すると、若年層の割合がやや低く、高齢層の割合がやや高い傾向がみられます。 

 

   

回答者の属性 
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問 あなたの年齢は。６月１日現在の満年齢でお答えください。（○は１つ） 

問 あなたの性別は。（○は１つ） 

1.3 
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7.4 
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0% 5% 10% 15% 20%

18、19 歳

20～24 歳

25～29 歳

30～34 歳

35～39 歳

40～44 歳

45～49 歳

50～54 歳

55～59 歳

60～64 歳

65～69 歳

70～74 歳

75～79 歳

80 歳以上

無回答

図 問17 年齢合計(N=1168)

38.1 58.6 

0.3 

1.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計
(N=1168)

図 問16 性別

男性 女性 男性・女性では答えられない 答えない 無回答 合計



6 

 

 

１）各人権問題の認知度 

「内容をある程度知っている」と「あることは知っている」を合わせた『知ってい

る』でみると、各人権問題はすべて８割以上の高い認知度となっています。 

設問別に『知っている』割合でみると、多い順から、(２)子どもの人権問題（97.7％）、

(１)女性の人権問題（96.6％）、(15)セクシュアルハラスメント、パワーハラスメ

ント（94.4％）、(３)高齢者の人権問題（93.7％）、(10)新型コロナウイルス感染症

感染者や回復者並びに医療従事者等やその家族の人権問題（93.3％）、(16)インター

ネットにおける人権侵害（92.3％）、(６)部落差別（同和問題）（91.5％）、(４)障

害のある人の人権問題（90.7％）は 90％台となっています。 

 

(11)犯罪被害者やその家族の人権問題（88.5％）、(５)こころの病（うつ病など）

に関する人権問題（87.5％）、(14)職業や雇用をめぐる人権問題（87.1％）、(12)

ホームレスの人権問題（86.5％）、(８)ヘイトスピーチ（85.8％）、(７)日本に居住

している外国人の人権問題（84.8％）、(９)HIV感染者、ハンセン病回復者及びその

家族の人権問題（81.9％）、(13)性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題（81.4％）

は 80％台となっています。 

  

１．いろいろな人権問題についての意識や考え方について 
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問１ あなたは、次の(１)～(16)の人権問題について、どの程度知っていますか。 

「１ 内容をある程度知っている」、「２ あることは知っている」、「３ 知らない」

のどれに該当しますか。（〇は各１つ） 

58.6 

66.4 

49.0 
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37.7 

43.6 

30.9 

32.4 

29.5 

48.6 

35.2 

31.5 

33.2 

35.4 

58.4 

53.4 

38.0 

31.3 

44.7 

46.2 

49.8 

47.9 

53.9 

53.4 

52.4 

44.7 

53.3 

55.0 

48.2 

51.7 

36.0 

38.9 

2.2 

1.7 

5.7 

8.6 

11.6 

7.8 

14.6 

13.6 

17.5 

6.1 

10.8 

12.5 

17.8 

12.0 

4.8 

7.0 

1.1 

0.6 

0.7 

0.7 

0.9 

0.8 

0.7 

0.6 

0.7 

0.6 

0.8 

1.0 

0.8 

0.9 

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 女性の人権問題

(２) 子どもの人権問題

(３) 高齢者の人権問題

(４) 障害のある人の人権問題

(５) こころの病（うつ病など）に関する人権問題

(６) 部落差別（同和問題）

(７) 日本に居住している外国人の人権問題

(８) ヘイトスピーチ

(９) HIV感染者、ハンセン病回復者

及びその家族の人権問題

(10) 新型コロナウイルス感染症感染者や回復者

並びに医療従事者等やその家族の人権問題

(11) 犯罪被害者やその家族の人権問題

(12) ホームレスの人権問題

(13) 性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題

(14) 職業や雇用をめぐる人権問題

(15) セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント

(16) インターネットにおける人権侵害

図 問１－１）～１６）人権問題の認知度

内容をある程度知っている あることは知っている 知らない 無回答 合計
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問１ 人権問題を『知っている』割合 

97.7

96.6

94.4

93.7

93.3

92.3

91.5

90.7

88.5

87.5

87.1

86.5

85.8

84.8

81.9

81.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(２) 子どもの人権問題

(１) 女性の人権問題

(15) セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント

(３) 高齢者の人権問題

(10) 新型コロナウイルス感染症感染者や回復者

並びに医療従事者等やその家族の人権問題

(16) インターネットにおける人権侵害

(６) 部落差別（同和問題）

(４) 障害のある人の人権問題

(11) 犯罪被害者やその家族の人権問題

(５) こころの病（うつ病など）に関する人権問題

(14) 職業や雇用をめぐる人権問題

(12) ホームレスの人権問題

(８) ヘイトスピーチ

(７) 日本に居住している外国人の人権問題

(９) HIV感染者、ハンセン病回復者

及びその家族の人権問題

(13) 性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題

図 問1 認知度(N=1168)

「内容をある程度知っている」割合と「あることは

知っている」割合の合計
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２）特に人権上の深刻な問題 

特に人権上の深刻な問題と考える人権問題は、多い順から、(２)子どもの人権問題

（52.3％）、(16)インターネットにおける人権侵害（39.7％）、(１)女性の人権問題

（34.1％）、(10)新型コロナウイルス感染症感染者や回復者並びに医療従事者等や

その家族の人権問題（26.5％）、(15)セクシュアルハラスメント、パワーハラスメ

ント（20.8％）となっています。 

 

【男女別】 

(１)女性の人権問題については、女性が男性より 11.6ポイント高くなっています。

他の項目では、男女で大きな差はみられません。 

 

【年齢層別】 

(15)セクシュアルハラスメント、パワーハラスメントについては、「高齢層」が「若

年層」「中年層」より 10ポイント以上低くなっています。 

(３)高齢者の人権問題については、「高齢層」が「若年層」「中年層」より９ポイン

ト以上高くなっています。 

(13)性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題については、「若年層」が「中年層」

「高齢層」より 14ポイント以上高くなっています。 
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問１－１ あなたが、特に人権上の深刻な問題と考えるものは、問１(１)～(16)の人権問

題のうちのどれですか。（３つ以内で選んでください） 

52.3

39.7

34.1

26.5

20.8

19.4

17.3

10.6

9.2

9.0

8.9

7.6

7.0

3.9

2.8

1.4

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

(２) 子どもの人権問題

(16) インターネットにおける人権侵害

(１) 女性の人権問題

(10) 新型コロナウイルス感染症感染者や回復者

並びに医療従事者等やその家族の人権問題

(15) セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント

(４) 障害のある人の人権問題

(３) 高齢者の人権問題

(14) 職業や雇用をめぐる人権問題

(13) 性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題

(５) こころの病（うつ病など）に関する人権問題

(11) 犯罪被害者やその家族の人権問題

(８) ヘイトスピーチ

(６) 部落差別（同和問題）

(７) 日本に居住している外国人の人権問題

(９) HIV感染者、ハンセン病回復者及び

その家族の人権問題

(12) ホームレスの人権問題

無回答

図 問１－１ 特に人権上の深刻な問題（３つ以内） 合計(N=1168)
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の
人
権
問
題

⑼
　
H
I
V
感
染
者

、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
及
び

　
　
　

そ
の
家
族
の
人
権
問
題

合計(N=1168)

男性(N=445)

女性(N=684)

若年層(N=236)

中年層(N=360)

高齢層(N=556)

問１－１

52.3 39.7 34.1 26.5 20.8 19.4 17.3 10.6 9.2 9.0 8.9 7.6 7.0 3.9 2.8 

48.8 42.5 27.0 25.2 24.3 21.1 15.5 11.5 8.3 10.8 9.7 11.9 11.0 4.0 2.5 

54.7 38.7 38.6 27.8 18.4 18.9 18.6 9.8 9.5 7.9 8.3 5.3 4.7 3.8 3.1 

47.9 43.6 38.1 28.0 25.4 19.9 5.5 11.4 21.6 11.9 9.7 5.5 5.1 7.6 2.1 

58.1 43.9 32.5 25.6 26.9 21.7 14.7 11.4 7.2 8.3 10.8 6.7 5.6 4.4 2.8 

50.5 36.0 33.5 27.3 15.1 17.8 24.1 9.9 5.4 7.9 7.2 9.4 9.0 2.0 3.2 

0

1

2

3

4

5

6

7

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

問１－１ 特に人権上の深刻な問題 （男女別 年齢層別） 

（％） 
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３）人権上問題がある行為 

それぞれの行為に人権上問題があると思うかについて、設問別に「あると思う」と

「どちらかと言えばあると思う」を合わせた『あると思う』割合でみると、多い順か

ら、(16)SNS（ラインやツイッターなど）など、インターネットのサイトに他人へ

の誹謗(ひぼう)中傷を書き込む（86.0％）、(15)人前で部下を長時間にわたり大声で

叱る（84.5％）、(４)障害のある人をじろじろ見たり、避けたりする（84.2％）、(１)

職場で顔を合わせるたびに「まだ結婚しないのか」と言う（83.7％）、(10)新型コ

ロナウイルス感染症の回復者並びに医療従事者等やその家族であることを理由に、タ

クシーの利用や保育所の受入れなどを断る（83.2％）、（２)しつけのため、子どもに

体罰を与える（82.3％）、(17)住民の緊急時連絡先や疾病、障害の有無などを他の

住民に言いふらす（80.8％）は 80％台となっています。 

 

(８)街頭などで、特定の国の出身の人々について、「日本から出て行け」と言う

（79.0％）、(14)子育て中の女性を雇用しないようにする（77.7％）、(11)痴漢の

被害者に「あなたにも問題があったのではないか」と言う（76.1％）、(19)本人に

断りなく、恋人や配偶者・パートナーの携帯電話やスマートフォンの通信履歴を見る

（75.9％）、(９)HIV 感染者やハンセン病回復者とは一緒に食事や入浴をしない

（75.0％）、(13)職場で性的マイノリティ（LGBT 等）であることを公表している

人と席が隣になることを嫌がる（71.7％）は 70％台となっています。 

 

(６)結婚する際、興信所や探偵業者などを使って相手の本籍地や出生地を調べる

（67.9％）、(５)こころの病のある人には関わらないようにする（67.5％）、(18)

ニートや引きこもりの人に「怠けていないで働きなさい」と言う（64.3％）、(７)

同じマンションに住む外国人とは生活文化が異なるので、付き合わないようにする

（63.6％）、(３)家族が不在の際、介護が必要な高齢者を家から出られなくする

（63.4％）は 60％台となっています。 

ついで、(12)公園でホームレスが近づいてきたので、足早に立ち去る（52.7％）

となっています。 
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問２ あなたは、次の(１)～(19)の行為について、人権上問題があると思いますか。 

「１ あると思う」、「２ どちらかと言えばあると思う」、「３ どちらかと言えば

ないと思う」、「４ ないと思う」、「５ わからない」のどれに該当しますか。 

（○は各１つ） 

51.0 

49.7 

27.4 

49.6 

29.6 

35.3 

31.2 

66.2 

44.9 

64.8 

52.1 

15.5 

46.3 

54.5 

67.3 

76.5 

70.0 

28.6 

48.2 

32.7 

32.6 

36.0 

34.6 

37.9 

32.6 

32.4 

12.8 

30.1 

18.4 

24.0 

37.2 

25.4 

23.2 

17.2 

9.5 

10.8 

35.7 

27.7 

6.9 

8.0 

16.4 

7.3 

14.1 

14.2 

15.7 

4.5 

8.4 

5.4 

8.0 

23.2 

10.7 

7.0 

4.4 

1.5 

3.9 

14.7 

6.3 

4.5 

4.0 

7.4 

4.2 

5.6 

10.3 

9.4 

12.0 

4.9 

6.2 

7.5 

11.1 

8.0 

7.7 

6.2 

8.0 

10.6 

10.1 

12.0 

3.8 

4.5 

11.5 

3.1 

11.6 

6.4 

10.0 

3.3 

11.0 

3.8 

6.8 

11.2 

7.8 

6.2 

3.3 

3.0 

3.1 

9.3 

4.5 

1.1 

1.2 

1.3 

1.3 

1.1 

1.2 

1.3 

1.3 

0.9 

1.4 

1.6 

1.7 

1.7 

1.5 

1.6 

1.4 

1.6 

1.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 職場で顔を合わせるたびに「まだ結婚しないのか」と言う

(２) しつけのため、子どもに体罰を与える

(３) 家族が不在の際、介護が必要な高齢者を家から出られなくする

(４) 障害のある人をじろじろ見たり、避けたりする

(５) こころの病のある人には関わらないようにする

(６) 結婚する際、興信所や探偵業者などを使って

相手の本籍地や出生地を調べる

(７) 同じマンションに住む外国人とは生活文化が異なるので、

付き合わないようにする

(８) 街頭などで、特定の国の出身の人々について、

「日本から出て行け」と言う

(９) HIV感染者やハンセン病回復者とは一緒に食事や入浴をしない

(10) 新型コロナウイルス感染症の回復者並びに医療従事者等やその

家族であることを理由に、タクシーの利用や保育所の受入れなどを断る

(11) 痴漢の被害者に「あなたにも問題があったのではないか」と言う

(12) 公園でホームレスが近づいてきたので、足早に立ち去る

(13) 職場で性的マイノリティ（LGBT等）であることを公表している人と

席が隣になることを嫌がる

(14) 子育て中の女性を雇用しないようにする

(15) 人前で部下を長時間にわたり大声で叱る

(16) SNS（ラインやツイッターなど）など、インターネットのサイトに

他人への誹謗(ひぼう)中傷を書き込む

(17) 住民の緊急時連絡先や疾病、障害の有無などを

他の住民に言いふらす

(18) ニートや引きこもりの人に「怠けていないで働きなさい」と言う

(19) 本人に断りなく、恋人や配偶者・パートナーの

携帯電話やスマートフォンの通信履歴を見る

図 問２－１）～１９）人権上問題の有無

あると思う どちらかと言えばあると思う

どちらかと言えばないと思う ないと思う

わからない 無回答

合計
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１）住宅の購入や賃借の際に重視する立地条件 

住宅の購入や賃借の際に重視する立地条件では、多い順から、「周辺の公共施設や

商業、医療施設、公園や緑地などの状況」（74.1％）、「都心部、最寄り駅や幹線道路

へのアクセス」（72.4％）、「日照・眺望など」（64.5％）などの利便性や自然環境が

主な項目となっていますが、「近隣に同和地区があると言われていないか」（7.7％）、

「近隣に低所得者が多いと言われていないか」（3.9％）、「近隣に外国人市民が多い

と言われていないか」（3.9％）などの人権意識に関わる項目も立地条件としてあげ

られています。 

 

 

 

 

 

 

 

74.1

72.4

64.5

48.3

30.8

16.4

7.7

5.5

3.9

3.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

周辺の公共施設や商業、医療施設、

公園や緑地などの状況

都心部、最寄り駅や幹線道路へのアクセス

日照・眺望など

地域のイメージ

周辺の住宅の状況

（戸建て/集合、持ち家/賃貸など）

校区の教育水準や学力レベルの評判

近隣に同和地区があると言われていないか

その他

近隣に低所得者が多いと言われていないか

近隣に外国人市民が多いと言われていないか

無回答

図 問３ 家を買ったり借りたりする際に重視する（した）立地条件（○はいくつでも） 合計(N=1168)

問３ あなたが家を買ったり借りたりする際に重視する（した）立地条件は何ですか。 

（○はいくつでも） 

２．住まいのことや就職、結婚相手・パートナーに対する意識や考え
方について 



15 

 

２）採用面接における質問 

採用面接における質問で、人権上問題があるとしているのは、多い順から、「宗教」

（68.1％）、「家族の状況（職業、続柄、健康、地位、学歴、年収、資産など）」（66.8％）、

「支持政党」（63.9％）は 60％以上で、続いて「住宅の状況（住宅の種類、間取り、

部屋数、近隣の施設など）」（48.5％）、「労働組合、学生運動など社会運動の経験」

（43.9％）となっています。 

 

しかし、「本籍地・出生地」（36.7％）、「生活（家庭）環境」（34.8％）、「国籍」（30.3％）、

「人生観や生活信条」（14.6％）、「購読新聞、雑誌、愛読書など」（14.3％）、「尊敬

する人物」（6.1％）は 40％以下となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問３－１ 採用面接における質問で、次の項目の内容を聞くことは、人権上問題があると

思いますか。（○はいくつでも） 

68.1

66.8

63.9

48.5

43.9

36.7

34.8

30.3

14.6

14.3

6.1

1.6

5.1

0% 20% 40% 60% 80%

宗教

家族の状況

（職業、続柄、健康、地位、学歴、年収、資産など）

支持政党

住宅の状況

（住宅の種類、間取り、部屋数、近隣の施設など）

労働組合、学生運動など社会運動の経験

本籍地・出生地

生活（家庭）環境

国籍

人生観や生活信条

購読新聞、雑誌、愛読書など

尊敬する人物

その他

無回答

図 問３－１ 面接の質問での人道上問題（○はいくつでも） 合計(N=1168)
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３）結婚相手について重視すること 

結婚相手について重視するのは、多い順から、「人柄や性格」（93.8％）、「趣味や

価値観」（62.9％）など本人のパーソナルな項目が高く、また、「仕事に対する理解

と協力」（39.4％）、「家事や育児に対する理解と協力」（36.2％）、「経済力」（33.1％）

など、仕事への意識や経済力、家庭生活に関する項目があげられています。 

しかし、割合が低いですが、「国籍、民族」（8.4％）、「同和地区の出身であると言

われていないかどうか」（8.0％）、「家柄」（7.8％）、「性的指向」（7.2％）、「相手や

その家族が障害のある人かどうか」（6.8％）、「本籍・出生地」（5.4％）、「ひとり親

家庭かどうか」（2.1％）などの項目もあげられています。 

 

【男女別】 

女性が男性より高いのは、多い順から、「経済力」（34.1ポイント高）、「職業」（18.4

ポイント高）、「家事や育児に対する理解と協力」（12.0ポイント高）で、男性が女性

より高いのは、「容姿」（11.9ポイント高）となっています。 
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93.7

59.8

39.1

29.2

12.8

32.8

8.5

12.6

12.8

8.5

5.8

8.1

7.9

7.4 

4.7

6.3

4.7

2.2

1.6

2.5

94.2

65.4

40.2

41.2

46.9

20.9

26.9

16.8

16.4

16.8

13.5

8.5

8.5

8.2 

8.8

7

6.1

2.2

1.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人柄や性格

趣味や価値観

仕事に対する理解と協力

家事や育児に対する理解と協力

経済力

容姿

職業

相手やその家族の宗教

離婚歴

家族構成

学歴

国籍、民族

同和地区の出身であると言われていないかどうか

家柄

性的指向

相手やその家族が障害のある人かどうか

本籍・出生地

ひとり親家庭かどうか

その他

無回答

図 問３－２ 結婚相手に重視する（した）こと（○はいくつでも） 男性 女性

男性(N=445)

女性(N=684)

問３－２ あなたが、結婚相手について重視する（した）ことはどんなことですか。 

（○はいくつでも） 

 

93.8

62.9

39.4

36.2

33.1

25.3

19.3

15.1

14.7

13.5

10.2

8.4

8.0

7.8

7.2

6.8

5.4

2.1

1.4

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人柄や性格

趣味や価値観

仕事に対する理解と協力

家事や育児に対する理解と協力

経済力

容姿

職業

相手やその家族の宗教

離婚歴

家族構成

学歴

国籍、民族

同和地区の出身であると言われていないかどうか

家柄

性的指向

相手やその家族が障害のある人かどうか

本籍・出生地

ひとり親家庭かどうか

その他

無回答

図 問３－２ 結婚相手に重視する（した）こと（○はいくつでも） 合計(N=1168)
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１）障害のある人に対する人権侵害や人権上の問題 

障害のある人に対する人権侵害や人権上の問題のある項目について、設問別に「あ

ると思う」と「どちらかと言えばあると思う」を合わせた『あると思う』割合でみる

と、多い順から、(１)道路の段差解消、エレベーターの設置など、障害のある人が暮

らしやすい配慮が足りないこと（82.6％）、(２)仕事に就く機会が少なく、また、障

害のある人が働くための職場の環境整備が十分でないこと（81.6％）は 80％台とな

っています。 

 

(10)優先座席やヘルプマーク等、障害のある人や配慮を要する人が利用する設備

等について、周りの人に知識や理解がないこと（75.6％）、(５)病院や福祉施設にお

いて劣悪な処遇や虐待を受けたりすること（70.4％）は 70％台となっています。 

 

(４)障害のある人が賃貸住宅などへ入居することが困難であること（69.5％）、

(６)音声案内や字幕など、情報を分かりやすい形にして伝える配慮が足りないこと

（68.9％）、(３)障害のない子どもたちと一緒に学ぶ環境整備など、学校の受け入れ

体制が十分でないこと（68.4％）、(８)障害のある人の意見や行動が尊重されないこ

と（66.9％）、(７)障害があることを理由とした宿泊施設や公共交通機関の利用、店

舗等への入店を拒否されること（63.8％）は 60％台となっています。 

 

ついで、(９)スポーツ活動や文化活動への参加に対する配慮がなされていないこと

（59.2％）となっており、『あると思う』はすべての設問で約６割以上となっていま

す。 

  

３．ここ５年間の人権をめぐる法律や条例の施行、及びこれらに関す
る人権問題について 
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問４ あなたは現在、障害のある人に関して、次の(１)～(10)に見られるような人権侵害

や人権上の問題などがあると思いますか。「１ あると思う」、「２ どちらかと言

えばあると思う」、「３ どちらかと言えばないと思う」、「４ ないと思う」、「５ わ

からない」のどれに該当しますか。（○は各１つ） 

40.0 

39.8 

28.5 

33.3 

45.5 

30.1 

36.5 

34.3 

24.7 

35.9 

42.6 

41.8 

39.9 

36.2 

24.9 

38.8 

27.3 

32.6 

34.5 

39.7 

10.4 

6.5 

12.2 

7.6 

9.6 

14.0 

14.7 

12.2 

17.4 

13.8 

2.2 

1.5 

3.0 

2.4 

4.7 

3.4 

4.5 

4.4 

4.5 

3.3 

3.7 

9.0 

15.2 

19.0 

14.0 

12.4 

15.9 

15.1 

17.4 

6.3 

1.1 

1.5 

1.2 

1.5 

1.3 

1.3 

1.0 

1.5 

1.5 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 道路の段差解消、エレベーターの設置など、

障害のある人が暮らしやすい配慮が足りないこと

(２) 仕事に就く機会が少なく、また、障害のある人が

働くための職場の環境整備が十分でないこと

(３) 障害のない子どもたちと一緒に学ぶ環境整備など、

学校の受け入れ体制が十分でないこと

(４) 障害のある人が賃貸住宅などへ

入居することが困難であること

(５) 病院や福祉施設において劣悪な処遇や虐待を

受けたりすること

(６) 音声案内や字幕など、情報を分かりやすい形にして

伝える配慮が足りないこと

(７) 障害があることを理由とした宿泊施設や公共交通機関の

利用、店舗等への入店を拒否されること

(８) 障害のある人の意見や行動が尊重されないこと

(９) スポーツ活動や文化活動への参加に

対する配慮がなされていないこと

(10) 優先座席やヘルプマーク等、障害のある人や配慮を要する

人が利用する設備等について、周りの人に知識や理解がないこと

図 問４－１）～１0）障害ある人への人権上の問題の有無

あると思う どちらかと言えばあると思う どちらかと言えばないと思う

ないと思う わからない 無回答

合計
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２）外国人に対する人権侵害や人権上の問題 

外国人に対する人権侵害や人権上の問題のある項目について、設問別に「あると思

う」と「どちらかと言えばあると思う」を合わせた『あると思う』割合でみると、多

い順から、(１)就職や仕事の内容・待遇などにおいて不利な条件に置かれていること

（71.5％）、(８)特定の人種や民族の人々を排斥する不当な差別的言動（ヘイトスピ

ーチ）があること（70.1％）、(７)病院や施設などで、外国語の表記などの対応が不

十分なこと（70.0％）は 70％台となっています。 

 

(９)政治に意見が十分反映されないこと（66.5％）、(２)賃貸住宅などの申込みや

入居において不利な扱いを受けること（65.7％）、(６)文化や生活習慣の違いを理由

とする嫌がらせを受けること（65.1％）、(４)結婚相手やパートナーとの交際で周囲

から反対を受けること （61.1％）は 60％台となっています。 

 

(５)子どもに対して、自国の文化や生活習慣に合った教育が行われにくいこと

（58.4％）は 50％台となっています。 

 

(３)店舗への入店、宿泊施設等の利用を拒否されること（46.0％）はやや低くな

っています。 
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問５ あなたは現在、日本に居住している外国人に関して、次の(１)～(９)に見られるよ

うな人権侵害や人権上の問題などがあると思いますか。「１ あると思う」、「２ ど

ちらかと言えばあると思う」、「３ どちらかと言えばないと思う」、「４ ないと思

う」、「５ わからない」のどれに該当しますか。（○は各１つ） 

32.4 

28.5 

23.9 

23.8 

20.9 

32.1 

27.4 

38.4 

28.4 

39.1 

37.2 

22.1 

37.3 

37.5 

33.0 

42.6 

31.7 

38.1 

8.8 

9.1 

24.6 

14.8 

13.8 

12.8 

12.9 

8.7 

8.8 

3.0 

3.1 

7.9 

4.4 

5.1 

4.4 

5.0 

3.7 

4.7 

15.5 

21.3 

20.5 

18.5 

21.3 

16.2 

10.8 

16.4 

18.8 

1.1 

0.9 

1.1 

1.2 

1.4 

1.5 

1.3 

1.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 就職や仕事の内容・待遇などにおいて

不利な条件に置かれていること

(２) 賃貸住宅などの申込みや入居において

不利な扱いを受けること

(３) 店舗への入店、宿泊施設等の利用を

拒否されること

(４) 結婚相手やパートナーとの交際で

周囲から反対を受けること

(５) 子どもに対して、自国の文化や生活習慣に合った

教育が行われにくいこと

(６) 文化や生活習慣の違いを理由とする

嫌がらせを受けること

(７) 病院や施設などで、外国語の表記などの

対応が不十分なこと

(８) 特定の人種や民族の人々を排斥する不当な

差別的言動（ヘイトスピーチ）があること

(９) 政治に意見が十分反映されないこと

図 問５－１）～９）外国人への人権上の問題の有無

あると思う どちらかと言えばあると思う

どちらかと言えばないと思う ないと思う

わからない 無回答

合計
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３）部落差別（同和問題）に関する人権侵害や人権上の問題 

部落差別（同和問題）に関する人権侵害や人権上の問題について、設問別に「ある

と思う」と「どちらかと言えばあると思う」を合わせた『あると思う』割合でみると、

多い順から、(５)インターネット上に誹謗(ひぼう)中傷等が掲載されること

（61.2％）、(７)差別的言動をされること（59.9％）、(３)結婚等で身元調査をされ

ること（58.9％）、(６)インターネット上に同和地区と呼ばれる地域の所在地リスト

や動画・写真などが掲載されること（56.8％）、(４)行政機関や不動産取引業者に「ど

こが同和地区なのか」と問い合わせること（52.3％）、(８)同和問題を口実とする企

業や官公庁等に対する不当な要求（えせ同和行為）が行われること（51.4％）が 50％

を超え、続いて(１)就職の時や職場で不利な扱いを受けること（49.2％）、(２)地域

の活動や付き合いで嫌がらせを受けること（46.2％）となっています。 

 

  

27.7 

26.9 

27.9 

25.3 

37.7 

35.6 

35.4 

30.9 

21.5 

19.3 

31.0 

27.0 

23.5 

21.2 

24.5 

20.5 

16.2 

17.8 

14.2 

15.2 

11.0 

11.0 

12.3 

10.4 

11.0 

12.1 

5.4 

7.9 

5.0 

6.2 

6.5 

5.2 

21.8 

21.9 

19.9 

22.8 

21.0 

23.7 

19.3 

31.1 

1.8 

2.0 

1.5 

1.9 

1.9 

2.2 

2.1 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 就職の時や職場で不利な扱いを受けること

(２) 地域の活動や付き合いで嫌がらせを受けること

(３) 結婚等で身元調査をされること

(４) 行政機関や不動産取引業者に

「どこが同和地区なのか」と問い合わせること

(５) インターネット上に誹謗(ひぼう)中傷等が

掲載されること

(６) インターネット上に同和地区と呼ばれる地域の

所在地リストや動画・写真などが掲載されること

(７) 差別的言動をされること

(８) 同和問題を口実とする企業や官公庁等に対する

不当な要求（えせ同和行為）が行われること

図 問６－１）～８）部落差別（同和問題）に関して人権上の問題の有無

あると思う どちらかと言えばあると思う

どちらかと言えばないと思う ないと思う

わからない 無回答

問６ あなたは現在、部落差別（同和問題）に関して、次の(１)～(８)に見られるような

人権侵害や人権上の問題などがあると思いますか。「１ あると思う」、「２ どちら

かと言えばあると思う」、「３ どちらかと言えばないと思う」、「４ ないと思う」、

「５ わからない」のどれに該当しますか。（○は各１つ） 
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４）性的マイノリティ（LGBT等）に関する人権侵害や人権上の問題 

性的マイノリティ（LGBT等）に関する人権侵害や人権上の問題について、設問別

に「あると思う」と「どちらかと言えばあると思う」を合わせた『あると思う』割合

でみると、多い順から、(１)性的マイノリティ（LGBT等）への理解や認識が不足し

ていること（76.6％）、(２)学校や職場などで嫌がらせやいじめを受けること

（73.3％）、(８)パートナーがいても、婚姻と同等に扱われないこと（71.2％）が

70％台となっています。 

 

(４)性的マイノリティ（LGBT 等）に対する相談や支援体制が十分でないこと

（68.9％）、(３)就職の時や職場で不利な扱いを受けること（67.9％）、(７)本人が

望んでいないのに、自らの性的指向や性自認を他者に広められること（アウティング）

（67.9％）が 60％台となっています。 

 

ついで、(５)賃貸住宅などへの入居を拒否されること（52.1％）、(６)店舗への入

店、宿泊施設等の利用を拒否されること（43.2％）と続きます。 

  問７ あなたは現在、性的マイノリティ（LGBT等）に関して、次の(１)～(８)に見られる

ような人権侵害や人権上の問題などがあると思いますか。「１ あると思う」、「２ 

どちらかと言えばあると思う」、「３ どちらかと言えばないと思う」、「４ ないと

思う」、「５ わからない」のどれに該当しますか。（○は各１つ） 

37.6 

37.3 

33.2 

32.8 

26.3 

24.7 

39.8 

41.8 

39.0 

36.0 

34.7 

36.1 

25.8 

18.5 

28.1 

29.4 

6.8 

7.6 

9.8 

7.1 

14.0 

20.0 

8.7 

5.4 

2.0 

2.1 

2.7 

2.5 

6.1 

9.5 

2.8 

3.2 

12.8 

14.8 

17.5 

19.6 

25.4 

25.3 

18.7 

18.5 

1.8 

2.1 

2.1 

1.9 

2.4 

2.1 

1.9 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 性的マイノリティへ（LGBT等）の理解や認識が

不足していること

(２) 学校や職場などで嫌がらせやいじめを受けること

(３) 就職の時や職場で不利な扱いを受けること

(４) 性的マイノリティ（LGBT等）に対する相談や

支援体制が十分でないこと

(５) 賃貸住宅などへの入居を拒否されること

(６) 店舗への入店、宿泊施設等の利用を拒否されること

(７) 本人が望んでいないのに、自らの性的指向や

性自認を他者に広められること（アウティング）

(８) パートナーがいても、婚姻と同等に扱われないこと

図 問７－１）～８）性的マイノリティーへの人権上の問題の有無

あると思う どちらかと言えばあると思う

どちらかと言えばないと思う ないと思う

わからない 無回答

合計
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５）法律や条例等の認知度 

法律や条例等の認知度について、設問別に「内容をある程度知っている」と「ある

ことは知っている」を合わせた『知っている』割合でみると、50％以上はなく、多

い順から、(３)部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法）（43.6％）、

(２)本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法

律（ヘイトスピーチ解消法）（42.2％）、(９)枚方市人権尊重のまちづくり条例

（41.1％）が 40％台となっています。 

 

(１)障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）

（39.7％）、(12)枚方市子どもを守る条例（38.1％）、(10)枚方市男女共同参画推

進条例（38.1％）、(６)大阪府人種又は民族を理由とする不当な差別的言動の解消の

推進に関する条例（大阪府ヘイトスピーチ解消推進条例）（30.8％）が 30％台とな

っています。 

 

(４)大阪府障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例（大阪府障がい者差別

解消条例）（28.0％）、(７)大阪府人権尊重の社会づくり条例（25.7％）、(11)ひら

かた・にじいろ宣言（パートナーシップ宣誓制度導入等）（24.4％）、(８)大阪府部

落差別事象に係る調査等の規制等に関する条例（大阪府部落差別調査等規制等条例）

（22.4％）が 20％台となっています。 

 

ついで、(５)大阪府性的指向及び性自認の多様性に関する府民の理解の増進に関す

る条例（大阪府性の多様性理解増進条例）（18.7％）、(13)手話でつむぐ住みよいま

ち枚方市手話言語条例（17.3％）と続いています。 
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問８ あなたは、次の(１)～(13)の法律や条例等についてどの程度知っていますか。 

「１ 内容をある程度知っている」、「２ あることは知っている」、「３ 知らない」

のどれに該当しますか。（○は各１つ） 

6.8 

5.7 

7.2 

4.4 

2.1 

2.9 

2.8 

3.3 

4.7 

5.8 

2.8 

5.1 

1.7 

32.9 

36.5 

36.4 

23.6 

16.6 

27.9 

22.9 

19.1 

36.4 

32.3 

21.6 

33.0 

15.6 

58.3 

56.0 

54.6 

70.3 

79.3 

67.1 

72.1 

75.3 

56.9 

59.4 

73.2 

59.8 

80.7 

2.0 

1.9 

1.8 

1.7 

2.0 

2.1 

2.2 

2.3 

2.0 

2.3 

2.4 

2.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律（障害者差別解消法）

(２) 本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた

取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）

(３) 部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法）

(４) 大阪府障害を理由とする差別の解消の推進に

関する条例（大阪府障がい者差別解消条例）

(５) 大阪府性的指向及び性自認の多様性に関する府民の

理解の増進に関する条例（大阪府性の多様性理解増進条例）

(６) 大阪府人種又は民族を理由とする不当な差別的言動の

解消の推進に関する条例（大阪府ヘイトスピーチ解消推進条例）

(７) 大阪府人権尊重の社会づくり条例

(８) 大阪府部落差別事象に係る調査等の規制等に

関する条例（大阪府部落差別調査等規制等条例）

(９) 枚方市人権尊重のまちづくり条例

(10) 枚方市男女共同参画推進条例

(11) ひらかた・にじいろ宣言（パートナーシップ宣誓制度導入等）

(12) 枚方市子どもを守る条例

(13) 手話でつむぐ住みよいまち枚方市手話言語条例

図 問８－１）～１３）法律や条例の認知

内容をある程度知っている あることは知っている 知らない 無回答 合計
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１）新型コロナウイルス感染症の患者等に関する人権侵害や人権上の問題 

新型コロナウイルス感染症の患者等に関する人権侵害や人権上の問題について、設

問別に「あると思う」と「どちらかと言えばあると思う」を合わせた『あると思う』

割合でみると、多い順から、(３)マスメディアや SNS（ラインやツイッターなど）

で興味本位の不確かな情報が拡散されること（84.1％）、(１)患者や感染者、その家

族等が差別的な発言や行為を受けること（81.7％）が 80％台となっています。 

 

(２)医療従事者やその家族が差別的な発言や行為を受けること（77.4％）、(４)

患者や感染者等のプライバシーが守られないこと（74.2％）、(６)患者や感染者、家

族等のための相談・支援体制が十分でないこと（70.9％）が 70％台となっています。 

 

ついで、(７)新型コロナウイルス感染症等に関する正しい知識について学校や会社

などで十分に扱われていないこと（69.7％）、(５)就職・職場・学校等において不利

な扱いを受けること（68.5％）、(８)新型コロナウイルス感染症の陽性者の住所を関

係機関に問い合わせるなど、公表されていない陽性者の情報を調べること（62.5％）

と続いています。 

 

  

４．新型コロナウイルス感染症における人権侵害の問題について 
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問９ あなたは、新型コロナウイルス感染症の患者等について、次の(１)～(８)のような

人権侵害や人権上の問題などがあると思いますか。「１ あると思う」、「２ どちら

かと言えばあると思う」、「３ どちらかと言えばないと思う」、「４ ないと思う」、

「５ わからない」のどれに該当しますか。（○は各１つ） 

49.5 

49.9 

56.0 

42.5 

39.5 

37.9 

35.4 

41.3 

32.2 

27.5 

28.1 

31.7 

29.0 

33.0 

34.3 

21.2 

8.4 

10.6 

5.3 

11.3 

13.6 

8.8 

11.7 

13.3 

3.5 

4.8 

2.3 

4.2 

5.0 

2.6 

4.5 

7.2 

5.1 

6.0 

7.1 

8.9 

11.6 

16.1 

12.5 

15.5 

1.3 

1.2 

1.2 

1.5 

1.4 

1.6 

1.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 患者や感染者、その家族等が

差別的な発言や行為を受けること

(２) 医療従事者やその家族が

差別的な発言や行為を受けること

(３) マスメディアやSNS（ラインやツイッターなど）で

興味本位の不確かな情報が拡散されること

(４) 患者や感染者等のプライバシーが守られないこと

(５) 就職・職場・学校等において不利な扱いを受けること

(６) 患者や感染者、家族等のための相談・支援体制が

十分でないこと

(７) 新型コロナウイルス感染症等に関する正しい知識について

学校や会社などで十分に扱われていないこと

(８) 新型コロナウイルス感染症の陽性者の住所を関係機関に問

い合わせるなど、公表されていない陽性者の情報を調べること

図 問９－１）～８）新型コロナウイルス感染症患者等への人権上の問題の有無

あると思う どちらかと言えばあると思う

どちらかと言えばないと思う ないと思う

わからない 無回答

合計
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１）インターネットに関する人権侵害や人権上の問題 

インターネットに関する人権侵害や人権上の問題について、設問別に「あると思う」

と「どちらかと言えばあると思う」を合わせた『あると思う』割合でみると、多い順

から、(１)他人のプライバシーに関する情報や誹謗(ひぼう)中傷する情報が掲載され

ること（88.5％）、(２)フェイクニュース（真実ではない情報）や誤った情報が拡散

されること（88.5％）、(７)わいせつな画像や残虐な画像などの情報が掲載されるこ

と（85.9％）、(３)SNS（ラインやツイッターなど）による交流が犯罪を誘発する場

となっていること（85.5％）、(４)インターネットが悪質商法の取引の場となってい

ること（85.4％）、(５)子どもたちの間で、インターネットを利用した「いじめ問題」

が発生していること（84.9％）、(６)差別を助長するような情報が掲載されること

（82.3％）、(10)問題のある情報を書き込んだ人を特定するための手続きに時間が

かかること（80.6％）は 80％台となっています。 

 

ついで、(９)問題のある情報がインターネット上に掲載されると、削除や訂正に時

間がかかること（79.4％）、(８)捜査対象となっている未成年者の名前・顔写真が掲

載されること（69.4％）となっています。 

 

 

  

５．インターネットにおける人権侵害の問題について 
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問 10 あなたは現在、インターネットに関して、次の(１)～(10)に見られるような人権侵

害や人権上の問題などがあると思いますか。「１ あると思う」、「２ どちらかと

言えばあると思う」、「３ どちらかと言えばないと思う」、「４ ないと思う」、 

「５ わからない」のどれに該当しますか。（○は各１つ） 

69.7 

67.0 

60.9 

60.7 

62.1 

55.7 

63.4 

45.3 

57.5 

61.9 

18.8 

21.5 

24.6 

24.7 

22.8 

26.6 

22.5 

24.1 

21.9 

18.7 

1.5 

1.9 

2.3 

2.3 

2.2 

2.9 

1.9 

8.5 

2.6 

2.7 

1.4 

1.0 

1.5 

1.3 

0.8 

1.5 

1.3 

4.0 

1.5 

1.0 

5.7 

5.7 

7.5 

8.0 

9.1 

10.1 

7.8 

15.0 

13.7 

12.7 

2.8 

2.9 

3.2 

3.0 

3.1 

3.1 

3.1 

3.1 

2.8 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 他人のプライバシーに関する情報や

誹謗(ひぼう)中傷する情報が掲載されること

(２) フェイクニュース（真実ではない情報）や

誤った情報が拡散されること

(３) SNS（ラインやツイッターなど）による交流が

犯罪を誘発する場となっていること

(４) インターネットが悪質商法の

取引の場となっていること

(５) 子どもたちの間で、インターネットを利用した

「いじめ問題」が発生していること

(６) 差別を助長するような情報が掲載されること

(７) わいせつな画像や残虐な画像などの情報が

掲載されること

(８) 捜査対象となっている未成年者の名前・顔写真が

掲載されること

(９) 問題のある情報がインターネット上に掲載されると、

削除や訂正に時間がかかること

(10) 問題のある情報を書き込んだ人を特定するための

手続きに時間がかかること

図 問１０－１）～１３）インターネットの人権上の問題の有無

あると思う どちらかと言えばあると思う

どちらかと言えばないと思う ないと思う

わからない 無回答

合計
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１） 人権や差別に関するいろいろな考え方 

人権や差別に関するいろいろな考え方について、設問別に「そう思う」と「どちら

かと言えばそう思う」を合わせた『そう思う』割合でみると、多い順から、(１)差別

は人間として恥ずべき行為であり、私たち一人ひとりが差別しない人にならなければ

ならない（94.3％）は 90％台となっています。 

(６)差別をなくすためには、子どものうちからの教育が重要である（87.9％）、(３)

差別問題に無関心な人にも、差別問題についてきちんと理解してもらうことが必要で

ある（84.3％）は 80％台となっています。 

 

(７)差別をなくすためには、行政だけでなく市民団体の取り組みも必要である

（79.4％）、(５)差別をなくすためには、行政によるさらなる啓発が必要である

（75.1％）は 70％台となっています。 

 

(９)差別を受けてきた人に対しては、行政の支援が必要である（69.5％）、(８)

どのような手段を講じても、差別を完全になくすことは無理である（69.0％）は 60％

台となっています。 

ついで、(11)差別は法律で禁止する必要がある（52.0％）となっています。 

 

また、(10)差別に対して抗議や反対をすることによって、かえって問題が解決し

にくくなる（33.0％）、(２)差別されている人は、まず、自分たちが世の中に受け入

れられるよう努力することが必要である（31.3％）、(４)差別の原因には、差別され

る人の側に問題があることも多い（19.5％）、(13)目の前で差別発言などを聞いて

も、何もしないことは特に問題はない（10.7％）、(12)人権問題とは、差別を受け

る人の側の問題であって、自分には関係がない（6.8％）となっています。 

  

６．人権や差別に関する考え方について 
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問 11 人権や差別をめぐっていろいろな考え方がありますが、(１)～(13)の考え方につい

て、「１ そう思う」、「２ どちらかと言えばそう思う」、「３ どちらかと言えばそ

う思わない」、「４ そう思わない」、「５ わからない」のどれに該当しますか。 

（○は各１つ） 

67.0 

8.2 

46.2 

4.5 

38.7 

60.4 

44.8 

27.2 

28.7 

9.6 

22.5 

2.7 

3.1 

27.3 

23.1 

38.1 

15.0 

36.4 

27.5 

34.6 

41.8 

40.8 

23.4 

29.5 

4.1 

7.6 

1.1 

23.9 

5.3 

26.5 

7.4 

2.2 

4.9 

7.4 

9.9 

21.3 

12.2 

20.6 

26.8 

0.3 

29.4 

2.0 

34.8 

3.7 

1.4 

2.2 

8.6 

3.1 

17.5 

6.5 

62.2 

43.8 

1.4 

12.1 

5.1 

15.9 

10.5 

5.6 

10.4 

11.9 

14.2 

24.9 

25.9 

7.1 

15.4 

3.0 

3.3 

3.3 

3.3 

3.3 

2.9 

3.2 

3.0 

3.3 

3.3 

3.3 

3.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 差別は人間として恥ずべき行為であり、私たち一人ひとりが

差別しない人にならなければならない

(２) 差別されている人は、まず、自分たちが世の中に

受け入れられるよう努力することが必要である

(３) 差別問題に無関心な人にも、差別問題について

きちんと理解してもらうことが必要である

(４) 差別の原因には、差別される人の側に

問題があることも多い

(５) 差別をなくすためには、行政による

さらなる啓発が必要である

(６) 差別をなくすためには、子どものうちからの

教育が重要である

(７) 差別をなくすためには、行政だけでなく

市民団体の取り組みも必要である

(８) どのような手段を講じても、差別を

完全になくすことは無理である

(９) 差別を受けてきた人に対しては、

行政の支援が必要である

(10) 差別に対して抗議や反対をすることによって、

かえって問題が解決しにくくなる

(11) 差別は法律で禁止する必要がある

(12) 人権問題とは、差別を受ける人の側の

問題であって、自分には関係がない

(13) 目の前で差別発言などを聞いても、

何もしないことは特に問題はない

図 問１１－１）～１３）人権や差別についての考え方

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

合計
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１） 人権問題の解決に向けた行政の取り組み 

人権問題の解決に向けた行政の取り組みについて、設問別に「よく見聞きする」と

「たまに見聞きする」を合わせた『見聞きする』割合でみると、多い順から、(２)

新聞・テレビ・ラジオによる広報（67.0％）、(１)街頭での啓発や啓発ポスターの掲

示（56.9％）、(３)広報誌、啓発冊子、教育教材（52.2％）は 50％以上となってい

ます。 

 

ついで、(５)ホームページ、フェイスブック、ツイッター、ラインによる情報発信

（30.4％）、(６)人権相談窓口の開設（27.0％）、(４)講演会・研修会（24.3％）、(７)

戸籍謄本や住民票を第三者に交付した時に事前に登録した本人にお知らせする制度

（本人通知制度）（13.5％）となっています。 

 

 

    

問 12 あなたは、人権問題の解決に向けた次の(１)～(７)の行政の取り組みについて、見

聞きする（した）ことがありますか。「１ よく見聞きする」、「２ たまに見聞きす

る」、「３ あまり見聞きしない」、「４ ほとんど見聞きしない」のどれに該当しま

すか。（○は各１つ） 

７．人権問題の解決に向けた行政の取り組みについて 

9.7 

14.9 

9.8 

4.0 

6.7 

5.4 

3.4 

47.2 

52.1 

42.4 

20.3 

23.7 

21.6 

10.1 

25.9 

19.6 

28.1 

32.3 

30.9 

29.9 

26.1 

15.5 

11.9 

17.6 

41.1 

36.5 

41.2 

58.6 

1.8 

1.5 

2.1 

2.3 

2.2 

2.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１) 街頭での啓発や啓発ポスターの掲示

(２) 新聞・テレビ・ラジオによる広報

(３) 広報誌、啓発冊子、教育教材

(４) 講演会・研修会

(５) ホームページ、フェイスブック、

ツイッター、ラインによる情報発信

(６) 人権相談窓口の開設

(７) 戸籍謄本や住民票を第三者に交付した時に事前に

登録した本人にお知らせする制度（本人通知制度）

図 問１２－１）～７）人権問題の解決に向けた行政の取り組み

よく見聞きする たまに見聞きする あまり見聞きしない

ほとんど見聞きしない 無回答 合計
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１） 人権について学ぶための機会 

人権について学ぶための機会について、設問別にみると、(６)部落差別（同和問題）

は、多い順から、「小学校で受けた」（27.8％）、「中学校で受けた」（20.9％）、「高

校で受けた」（11.5％）と学校教育での機会が多くあります。また、(４)障害のある

人の人権問題も、「小学校で受けた」（17.6％）、「中学校で受けた」（13.0％）、「高

校で受けた」（8.9％）と学校教育での機会が多くありました。 

 

また、「受けたことがない」では、(８)ヘイトスピーチ（52.3％）、(11)犯罪被害

者やその家族の人権問題（55.5％）、(12)ホームレスの人権問題（57.1％）、(13)

性的マイノリティ（LGBT 等）の人権問題（60.9％）、(14)職業や雇用をめぐる人

権問題（60.9％）、(15)セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント（51.6％）、

(16)インターネットによる人権侵害（60.5％）が 50％を超えています。 

 

【年齢層別】 

(６)部落差別（同和問題）について年齢層別にみると、「若年層」は多い順から、

「小学校で受けた」（29.7％）、「中学校で受けた」（22.0％）、「高校で受けた」（14.8％）

で、「中年層」は「小学校で受けた」（51.9％）、「中学校で受けた」（27.2％）、「高

校で受けた」（13.3％）、「高齢層」は「小学校で受けた」（11.2％）、「中学校で受け

た」（16.5％）、「高校で受けた」（9.0％）となっています。 

 

また、(４)障害のある人の人権問題について年齢層別にみると、「若年層」は「小

学校で受けた」（41.5％）、「中学校で受けた」（28.8％）、「高校で受けた」（20.3％）

で、「中年層」は「小学校で受けた」（23.6％）、「中学校で受けた」（14.7％）、「高

校で受けた」（9.2％）、「高齢層」は「小学校で受けた」（3.8％）、「中学校で受けた」

（5.6％）、「高校で受けた」（4.0％）となっています。 

 

高齢層は、若年層や中年層に比べて学校教育での人権学習の機会が少なかったとい

えます。 

「小学校で受けた」の項目でみると、「中年層」は(６)部落差別（同和問題）（51.9％）、

(４)障害のある人の人権問題（23.6％）が中心で、その他の人権学習では 10％以上

の項目はありません。 

８．人権について学ぶための機会について 
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一方、「若年層」は、(４)障害のある人の人権問題（41.5％）、(６)部落差別（同

和問題）（29.7％）、(２)子どもの人権問題（21.6％）、(１)女性の人権問題（14.4％）、

(９)HIV感染者、ハンセン病回復者及びその家族の人権問題（12.7％）、(５)こころ

の病に関する人権問題（11.9％）と、多様なテーマの人権学習を受けたことが分か

ります。  
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問 13 あなたは、学校で、次の(１)～(17)にあげる人権学習を受けたことがありますか。

「１ 小学校で受けた」、「２ 中学校で受けた」、「３ 高校で受けた」、「４ 大学、

短大、専門学校で受けた」、「５ はっきりと覚えていない」、「６ 受けたことはな

い」のどれに該当しますか。（○はいくつでも） 

（％） 

小
学
校
で
受
け
た

中
学
校
で
受
け
た

高
校
で
受
け
た

大
学

、
短
大

、
専
門
学
校
で
受
け
た

は

っ
き
り
と
覚
え
て
い
な
い

受
け
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

問１３－１）～１７）人権学習の経験

(９)　HIV感染者、ハンセン病回復者
　　　及びその家族の人権問題

(10)　新型コロナウイルス感染症感
　　　　染者や回復者並びに医療従事
　　　　者等やその家族の人権問題

(11)　犯罪被害者やその家族の
　　　　人権問題

(12)　ホームレスの人権問題

(１)　女性の人権問題

(２)　子どもの人権問題

(５)　こころの病に関する人権問題

(６)　部落差別（同和問題）

(７)　日本に居住している外国人の
　　　人権問題

(８)　ヘイトスピーチ

(３)　高齢者の人権問題

(４)　障害のある人の人権問題

5.9 8.6 9.0 6.2 38.4 28.6 13.4 

8.0 7.4 6.5 5.7 38.2 29.2 14.7 

2.4 3.6 3.9 4.1 35.1 37.1 17.6 

17.6 13.0 8.9 7.0 33.0 25.3 10.6 

3.8 5.2 4.3 6.1 31.1 36.9 17.5 

27.8 20.9 11.5 4.3 21.4 22.3 9.4 

2.7 5.1 5.5 3.1 25.6 44.2 17.8 

1.1 2.7 4.1 3.0 21.7 52.3 18.1 

4.2 7.1 8.8 3.9 24.9 41.0 15.8 

0.1 0.3 0.2 0.7 9.5 68.8 20.9 

0.4 1.2 3.2 2.9 17.9 55.5 19.9 

1.1 1.3 2.5 1.6 18.2 57.1 19.8 

0
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3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
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と
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て
い
な
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受
け
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

0 0 0 0 0 0 0 0

問１３－１）～１７）人権学習の経験　若者

(13)　性的マイノリティ（LGBT等）の
　　　　人権問題

(14)　職業や雇用をめぐる人権問題

(15)　セクシュアルハラスメント、
　　　　パワーハラスメント

(16)　インターネットによる人権侵害

(17)　その他

2.5 6.8 17.8 16.1 16.5 25.0 28.4 

3.8 6.4 13.1 12.3 14.8 25.0 36.0 

3.8 9.3 20.8 17.4 23.3 15.7 26.7 

4.2 15.7 25.0 14.8 16.5 21.2 28.4 

0.4 0.4 0.4 99.6 

0

1
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3

4

5

6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

問 13 学校での人権学習 

   若年層              中年層 

小
学
校
で
受
け
た

中
学
校
で
受
け
た

高
校
で
受
け
た

大
学

、
短
大

、
専
門
学
校
で
受
け
た

は

っ
き
り
と
覚
え
て
い
な
い

受
け
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

無
回
答

0 0 0 0 0 0 0

(７)　日本に居住している外国人の
人権問題

(８)　ヘイトスピーチ

(９)　HIV感染者、ハンセン病回復者
及びその家族の人権問題

(10)　新型コロナウイルス感染症感
染者や回復者並びに医療従事者等
やその家族の人権問題

(11)　犯罪被害者やその家族の人権
問題

(12)　ホームレスの人権問題

(１)　女性の人権問題

(２)　子どもの人権問題

(３)　高齢者の人権問題

(４)　障害のある人の人権問題

(５)　こころの病に関する人権問題

(６)　部落差別（同和問題）

問１３－１）～１７）人権学習の経験　中年

6.9 8.9 7.8 6.1 40.8 19.7 18.9 

8.1 6.7 5.6 5.8 43.1 18.6 20.3 

1.9 2.8 4.2 3.3 38.6 29.4 23.1 

23.6 14.7 9.2 6.9 32.2 13.6 15.6 

3.3 3.9 5.0 6.9 33.1 28.1 23.1 

51.9 27.2 13.3 3.1 20.3 6.9 6.1 

3.1 6.4 6.9 2.8 30.3 30.6 23.6 

1.1 1.7 3.6 1.9 22.5 45.3 25.0 

5.0 5.6 9.2 5.0 25.8 33.3 20.8 

9.2 65.0 25.8 

0.3 1.1 3.1 3.1 18.1 50.6 24.7 

1.1 2.5 3.6 1.4 18.1 50.6 25.0 
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

（％） （％） 
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こ
と
は
な
い

無
回
答

0 0 0 0 0 0 0 0

(12)　ホームレスの人権問題

(１)　女性の人権問題

(２)　子どもの人権問題

(３)　高齢者の人権問題

(４)　障害のある人の人権問題

(５)　こころの病に関する人権問題

(６)　部落差別（同和問題）

(７)　日本に居住している外国人の
　　　人権問題

(８)　ヘイトスピーチ

(９)　HIV感染者、ハンセン病回復者
　　　及びその家族の人権問題

(10)　新型コロナウイルス感染症感
　　　　染者や回復者並びに医療従事
　　　　者等やその家族の人権問題

(11)　犯罪被害者やその家族の
　　　　人権問題

問１３－１）～１７）人権学習の経験　若者

14.4 19.5 23.7 16.9 27.5 8.1 18.6 

21.6 18.6 16.5 14.0 29.2 7.6 22.5 

5.9 10.6 8.9 9.3 28.0 16.1 31.8 

41.5 28.8 20.3 15.7 23.3 5.1 10.6 

11.9 13.1 11.0 13.1 23.3 14.0 29.7 

29.7 22.0 14.8 10.6 14.4 14.0 21.2 

8.1 11.4 11.9 8.5 23.3 16.5 31.8 

3.4 9.3 11.0 8.5 22.5 24.6 31.8 

12.7 22.5 18.2 8.9 17.8 14.0 25.8 

0.4 0.8 0.8 2.1 6.8 47.5 42.4 

1.7 3.8 8.5 5.1 16.9 27.5 39.4 

3.8 2.1 3.0 3.4 20.8 29.7 39.4 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
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  問 13 学校での人権学習  

高齢層 

小
学
校
で
受
け
た

中
学
校
で
受
け
た

高
校
で
受
け
た

大
学

、
短
大

、
専
門
学
校
で
受
け
た

は

っ
き
り
と
覚
え
て
い
な
い

受
け
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

0 0 0 0 0 0 0 0

(12)　ホームレスの人権問題

(１)　女性の人権問題

(２)　子どもの人権問題

(３)　高齢者の人権問題

(４)　障害のある人の人権問題

(５)　こころの病に関する人権問題

(６)　部落差別（同和問題）

(７)　日本に居住している外国人の
　　　人権問題

(８)　ヘイトスピーチ

(９)　HIV感染者、ハンセン病回復者
　　　及びその家族の人権問題

(10)　新型コロナウイルス感染症感
　　　　染者や回復者並びに医療従事
　　　　者等やその家族の人権問題

(11)　犯罪被害者やその家族の
　　　　人権問題

問１３－１）～１７）人権学習の経験　高齢者

1.8 4.0 3.8 1.8 41.4 43.2 7.0 

2.3 3.4 3.1 2.3 38.5 45.5 7.4 

1.3 1.3 1.6 2.5 35.6 51.3 7.7 

3.8 5.6 4.0 3.6 37.6 41.5 6.8 

0.7 2.9 1.1 2.7 32.7 52.7 8.3 

11.2 16.5 9.0 2.5 25.4 36.0 6.1 

0.4 1.6 2.0 1.1 23.4 64.9 7.7 

0.2 0.5 1.6 1.4 20.5 69.1 7.4 

0.2 1.6 4.7 1.3 27.0 58.1 7.7 

0.2 0.5 10.8 80.6 8.3 

0.2 0.9 2.0 18.3 70.7 8.1 

0.2 1.4 1.1 17.3 73.2 7.7 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13
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で
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、
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け
た
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と
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え
て
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な
い

受
け
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

0 0 0 0 0 0 0 0

問１３－１）～１７）人権学習の経験　高齢者

(13)　性的マイノリティ（LGBT等）の
　　　　人権問題

(14)　職業や雇用をめぐる人権問題

(15)　セクシュアルハラスメント、
　　　　パワーハラスメント

(16)　インターネットによる人権侵害

(17)　その他

0.2 0.2 0.9 12.4 78.6 7.9 

0.2 0.2 0.9 12.6 78.6 7.7 

0.4 0.9 2.3 19.8 69.1 8.1 

1.1 12.2 78.8 8.1 

0.2 0.2 0.2 0.2 99.6 

0

1

2

3

4

5

6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

（％） 
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２） 講演会や研修会のテーマ 

取り上げてほしい講演会や研修会のテーマは、多い順から、「インターネットによ

る人権侵害」（46.6％）、「子どもの人権問題」（41.7％）が 40％台となっています。 

 

「こころの病に関する人権問題」（33.6％）、「障害のある人の人権問題」（33.0％）、

「高齢者の人権問題」（32.0％）、「女性の人権問題」（31.6％）、「新型コロナウイル

ス感染症感染者や回復者並びに医療従事者等やその家族の人権問題」（30.4％）が

30％台となっています。 

 

ついで、「セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント」（27.9％）、「職業や

雇用をめぐる人権問題」（22.6％）、「性的マイノリティ（LGBT 等）の人権問題」

（19.7％）、「犯罪被害者やその家族の人権問題」（18.8％）、「日本に居住している

外国人の人権問題」（13.8％）、「ヘイトスピーチ」（11.7％）と続いています。 
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  問 14 あなたは、今後、人権問題への理解を深めるため、講演会や研修会のテーマとして

取り上げてほしいものがありますか。（○はいくつでも） 

46.6

41.7

33.6

33.0

32.0

31.6

30.4

27.9

22.6

19.7

18.8

13.8

11.7

9.9

8.7

8.7

8.2

0.8

4.4

0% 20% 40% 60%

インターネットによる人権侵害

子どもの人権問題

こころの病に関する人権問題

障害のある人の人権問題

高齢者の人権問題

女性の人権問題

新型コロナウイルス感染症感染者や回復者

並びに医療従事者等やその家族の人権問題

セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント

職業や雇用をめぐる人権問題

性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題

犯罪被害者やその家族の人権問題

日本に居住している外国人の人権問題

ヘイトスピーチ

特になし

部落差別（同和問題）

HIV感染者、ハンセン病回復者

及びその家族の人権問題

ホームレスの人権問題

その他

無回答

図 問14 講演会や研修会のテーマ（○はいくつでも） 合計(N=1168)
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１） 人権侵害を受けた、または身近で見聞きした経験 

「ある」（413人 35.4％）、「ない」（717人 61.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

２） 人権問題の種類（経験者 413人） 

人権侵害を受けた、または身近で見聞きした人権問題では、多い順から、「セクシ

ュアルハラスメント、パワーハラスメント」（45.8％）が 40％台となっています。 

また、「新型コロナウイルス感染症感染者や回復者並びに医療従事者等やその家族

の人権問題」（32.4％）、「女性の人権問題」（32.0％）が 30％台となっています。 

 

「障害のある人の人権問題」（27.1％）、「インターネットによる人権侵害」

（26.2％）、「子どもの人権問題」（24.0％）、「こころの病に関する人権問題」（22.0％）、

「高齢者の人権問題」（21.1％）が 20％台となっています。 

 

ついで、「性的マイノリティ（LGBT 等）の人権問題」（18.9％）、「職業や雇用を

めぐる人権問題」（14.5％）、「日本に居住している外国人の人権問題」（12.8％）、「ヘ

イトスピーチ」（11.6％）と続いています。 

  

問 15 あなたは、最近５年間に人権上問題と思われる言動を受けたり、身近で見聞きした

りしたことがありますか。（○は１つ） 

９．人権侵害について 

35.4 61.4 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計
(N=1168)

図 問15 最近５年間に人権上問題と思われる言動を受けた

り、身近で見聞きした経験

ある ない 無回答 合計
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  問 15－１ それはどのような人権問題に関するものでしたか。（○はいくつでも） 

45.8

32.4

32.0

27.1

26.2

24.0

22.0

21.1

18.9

14.5

12.8

11.6

7.5

6.3

6.3

3.9

2.4

0.0

0% 20% 40% 60%

セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント

新型コロナウイルス感染症感染者や回復者

並びに医療従事者等やその家族の人権問題

女性の人権問題

障害のある人の人権問題

インターネットによる人権侵害

子どもの人権問題

こころの病に関する人権問題

高齢者の人権問題

性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題

職業や雇用をめぐる人権問題

日本に居住している外国人の人権問題

ヘイトスピーチ

部落差別（同和問題）

犯罪被害者やその家族の人権問題

ホームレスの人権問題

HIV感染者、ハンセン病回復者

及びその家族の人権問題

その他

無回答

図 問15－１ それはどのような人権問題に関するものでしたか。（○はいくつでも） 合計(N=413)
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３） 一番心に残っている人権問題（回答者 360人 無回答 53人） 

問 15－１で選んだ人権問題のうち、一番心に残っている人権問題は、多い順から、

「セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント」（21.5％）が 20％台で、つい

で、「新型コロナウイルス感染症感染者や回復者並びに医療従事者等やその家族の人

権問題」（9.9％）、「子どもの人権問題」（9.7％）、「女性の人権問題」（8.7％）、「障

害のある人の人権問題」（7.5％）、「インターネットによる人権侵害」（6.1％）、「高

齢者の人権問題」（5.3％）と続いています。 

 

  
問 15－２ 前問の問 15－１で選んだ人権問題のうち、一番心に残っているものは何です

か。 

21.5

9.9

9.7

8.7

7.5

6.1

5.3

3.4

3.4

3.4

2.4

2.4

1

0.7

0.7

0.7

0.2

12.8

0% 10% 20% 30%

セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント

新型コロナウイルス感染症感染者や回復者

並びに医療従事者等やその家族の人権問題

子どもの人権問題

女性の人権問題

障害のある人の人権問題

インターネットによる人権侵害

高齢者の人権問題

こころの病に関する人権問題

ヘイトスピーチ

職業や雇用をめぐる人権問題

日本に居住している外国人の人権問題

性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題

その他

部落差別（同和問題）

HIV感染者、ハンセン病回復者

及びその家族の人権問題

ホームレスの人権問題

犯罪被害者やその家族の人権問題

無回答

図 問15－２ 問15－１で選んだ人権問題で一番心に残っているもの （○はいくつでも） 合計(N=413)
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４） 一番心に残っている人権問題の内容（問 15-２で回答 360人） 

問 15－１で選んだ人権問題のうち、一番心に残っている人権問題の内容は、多い

順から、「職場におけるハラスメント（セクハラ・パワハラ等）」（32.5％）、「差別的

な言動、誹謗(ひぼう)中傷、あらぬうわさ」（32.2％）が 30％台となっています。 

「差別的な扱い（人種・信条・性別・社会的身分・出生地等により、職業・雇用や

結婚等の社会生活の上で不平等又は不利益な扱いをされた）」（14.7％）、「虐待」

（12.2％）、「プライバシーの侵害」（12.2％）、「学校、地域における嫌がらせやい

じめ」（11.9％）、「インターネットによる人権侵害」（11.7％）が 10％台となって

います。 

ついで、「DV（配偶者やパートナー間における暴力(精神的・経済的・社会的・子

どもを巻き込む・性的も含む)）」（9.7％）、「育児や介護の放棄・放任」（7.5％）、「暴

力行為、脅迫、強要」（5.3％）と続いています。 

 

 

 

 

 

【一番心に残っている人権問題とその内容のクロス集計】 

「セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント」 

「新型コロナウイルス感染症感染者や回復者並びに医療従事者等やその家族の人権問題」 

「子どもの人権問題」 

「女性の人権問題」 

「障害のある人の人権問題」 

「インターネットによる人権侵害」 

「高齢者の人権問題」 

  

問 15－２ それはどのような内容でしたか。（○はいくつでも） 

32.5

32.2

14.7

12.2

12.2

11.9

11.7

9.7

7.5

5.3

4.4

1.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

職場におけるハラスメント

（セクハラ・パワハラ等）

差別的な言動、誹謗(ひぼう)中傷、あらぬうわさ

差別的な扱い（人種・信条・性別・社会的身分・出生地等により、職業・雇用や

結婚等の社会生活の上で不平等又は不利益な扱いをされた）

虐待

プライバシーの侵害

学校、地域における嫌がらせやいじめ

インターネットによる人権侵害

DV（配偶者やパートナー間における暴力

(精神的・経済的・社会的・子どもを巻き込む・性的も含む)）

育児や介護の放棄・放任

暴力行為、脅迫、強要

その他

答えたくない

無回答

図 問15－２ 選んだ人権問題の内容（○はいくつでも） 合計(N=360)
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５） 自身に対する人権問題でしたか（問 15-２で回答 360人） 

「はい」（101人 28.1％）、「いいえ」（255人 70.8％）、「無回答」（４人 1.1％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

６） どう対応しましたか（問 15-３で「はい」と回答 101人） 

多い順から、「我慢した」（51.5％）が 50％を超え、ついで、「抗議、反論した」

（21.8％）、「相談した」（11.9％）、「その他」（8.9％）、「訴えた」（3.0％）、「無回

答」（3.0％）と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７） 最終的に解決しましたか（問 15-３で「はい」と回答 101人） 

多い順から、「解決しなかった」（59.4％）が約６割で、「解決した」（25.7％）、「そ

の他」（13.9％）となっています。 

  

25.7 59.4 13.9 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計
(N=101)

図 問15－４Ｂ 最終的に解決しましたか

解決した 解決しなかった その他 無回答 合計

21.8 11.9 

3.0 

51.5 8.9 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計
(N=101)

図 問15－４Ａ どう対応しましたか

抗議、反論した 相談した 訴えた 我慢した その他 無回答 合計

28.1 70.8 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=360)

図 問15－３ それはあなた自身に対するものでしたか。

はい いいえ 無回答 合計

問 15－３ それはあなた自身に対するものでしたか。（○は１つ） 

問 15－４Ｂ 最終的に解決しましたか。（○は１つ） 

問 15－４Ａ どう対応しましたか。（○は１つ） 
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８） どう対応しましたか（問 15-３で「いいえ」と回答 255人） 

多い順から、「何もしなかった」（36.1％）が高く、「いけないことだと指摘した」

（13.7％）、「いけないことだと分かってもらおうとした」（12.9％）が 10％台です。

ついで、「相談（通報）した」（5.5％）、「同調した」（5.5％）、「話をそらした」（1.2％）

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

９） どのように対応したらよいと考えますか（問 15-３で「いいえ」と回答 255人） 

多い順から、「人権侵害を受けた当事者が救済されるよう人権課題に対応する専門

の相談機関・相談窓口の充実を図る」（60.8％）、「さまざまな人権問題をめぐる誤解

や偏見、差別をなくし、一人ひとりの人権意識を高めるために、行政が正しい知識と

理解を深める人権啓発に努める」（50.6％）、「発達段階に応じた学校における人権教

育や、地域や職場における人権研修を充実させる」（44.7％）が高く、「その他」（7.1％）、

「人権侵害を受けた当事者自らが解決策を講じる」（5.1％）、「特に何もしなくてよ

い」（0.4％）は低くなっています。 

 

  

13.7 12.9 5.5 5.5 

1.2 

36.1 14.9 10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=255)

図 問15－５Ａ どう対応しましたか

いけないことだと指摘した いけないことだと分かってもらおうとした

相談（通報）した 同調した

話をそらした 何もしなかった

その他 無回答

合計

60.8

50.6

44.7

7.1

5.1

0.4

5.1

0% 20% 40% 60% 80%

人権侵害を受けた当事者が救済されるよう人権課題に対応する

専門の相談機関・相談窓口の充実を図る

さまざまな人権問題をめぐる誤解や偏見、差別をなくし、一人ひとりの人権意識を

高めるために、行政が正しい知識と理解を深める人権啓発に努める

発達段階に応じた学校における人権教育や、

地域や職場における人権研修を充実させる

その他

人権侵害を受けた当事者自らが解決策を講じる

特に何もしなくてよい

※この項目を選択すると他の項目は選択できません

無回答

図 問15－５B そのような問題（事案）は、どのように対応したらよいと考えますか。（○はいくつでも） 合計(N=255)

問 15－５Ｂ そのような問題（事案）は、どのように対応したらよいと考えますか。 

（○はいくつでも） 

問 15－５Ａ どう対応しましたか。（○は１つ） 
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１） 日常的にもっとも利用するメディア 

多い順から、「インターネット （パソコン・スマートフォン等、SNS を含む）」

（36.2％）、「テレビ」（32％）が 30％台で、「新聞」（13.1％）が 10％台、ついで、

「ラジオ」（1.5％）、「書籍、雑誌」（0.3％）、「その他」（16.9％）と続いています。 

 

【男女別】 

「インターネット （パソコン・スマートフォン等、SNS を含む）」では男女の差

はみられませんが、「テレビ」は女性が男性より 5.7 ポイント高く、「新聞」は男性

が女性より 8.6ポイント高くなっています。 

 

【年齢層別】 

「インターネット （パソコン・スマートフォン等、SNS を含む）」は、「若年層」

（75.0％）、「中年層」（49.7％）、「高齢層」（11.9％）と年齢が高くなるにしたがっ

て割合が低くなっています。 

「テレビ」は、「高齢層」（43.0％）、「中年層」（30.8％）、「若年層」（10.2％）と

年齢が低くなるにしたがって割合が低くなっています。 

「新聞」も、「高齢層」（23.9％）、「中年層」（5.0％）、「若年層」（0.8％）と年齢

が低くなるにしたがって割合が低くなっています。 

 

 

 

  

10．あなたご自身のことについて 
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問 18 あなたが日常的にもっとも利用するメディアは。（○は１つ） 

13.1 

18.7 

10.1 

0.8 

5.0 

23.9 

0.3 

0.2 

0.1 

0.0 

0.2 

32.0 

29.2 

34.9 

10.2 

30.8 

43.0 

1.5 

1.1 

1.9 

2.1 

1.7 

1.3 

36.2 

33.7 

37.1 

75.0 

49.7 

11.9 

16.9 

17.1 

15.8 

11.9 

12.8 

19.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1168)

男性(N=445)

女性(N=684)

若年層(N=236)

中年層(N=360)

高齢層(N=556)

図 問18 日常的にもっとも利用するメディア

新聞

書籍、雑誌

テレビ

ラジオ

インターネット （パソコン・スマートフォン等、SNSを含む）

その他

無回答
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第５章 結果のまとめ 

１）多様化する人権問題 

学校教育で人権学習を学んだテーマで 10％以上の項目をみると、「高齢層」では、

（６）部落差別（同和問題）のみでしたが、「中年層」では、（６）部落差別（同和問

題）、（４）障害のある人の人権問題となりました。 

一方、「若年層」では、(４)障害のある人の人権問題、(６)部落差別（同和問題）、

(16)インターネットによる人権侵害、(１)女性の人権問題、(９)HIV感染者、ハンセ

ン病回復者及びその家族の人権問題、(２)子どもの人権問題、(15)セクシュアルハラ

スメント、パワーハラスメント、(13)性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題、(５)

こころの病に関する人権問題、(14)職業や雇用をめぐる人権問題、(７)日本に居住し

ている外国人の人権問題、(８)ヘイトスピーチ、(３)高齢者の人権問題と多くのテー

マを学ぶ機会がありました。（Ｐ36、Ｐ37参照） 

戦後の高度経済成長とともに、人々のライフスタイルや価値観の変化、女性の社会

進出、少子高齢化、経済のグローバル化、核家族化、高度情報化など、年々複雑化、

多様化する社会を背景として、様々な人権問題が顕在化してきています。 

「若年層」は学校教育のなかで多様な人権問題を学ぶ機会はありますが、「中年層」

や「高齢層」が多様な人権問題を学ぶ機会が増えることへの支援の拡充が期待されま

す。 
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２）インターネットの人権問題 

インターネットにおける人権侵害については、問１人権問題の認知度において、

(16)インターネットにおける人権侵害は「内容をある程度知っている」と「あるこ

とは知っている」を合わせた『知っている』（92.3％）が９割以上と多くの人々に認

知されています。（Ｐ７参照） 

問６部落差別（同和問題）に関する人権侵害や人権上の問題の(５)インターネット

上に誹謗(ひぼう)中傷等が掲載されることでは、『あると思う』（「あると思う」の割

合と「どちらかと言えばあると思う」の割合の合計。以下同じ。）が 61.2％、(６)

インターネット上に同和地区と呼ばれる地域の所在地リストや動画・写真などが掲載

されることでは、『あると思う』が 56.8％と、インターネットが差別の新たな場とな

っています。（Ｐ22参照） 

問９新型コロナウイルス感染症の患者等に関する人権侵害や人権上の問題の(３)

マスメディアや SNS（ラインやツイッターなど）で興味本位の不確かな情報が拡散

されることでは、『あると思う』が 84.1％となっています。（Ｐ27参照） 

問 10インターネットに関する人権侵害や人権上の問題では、10 項目のうち(１)

他人のプライバシーに関する情報や誹謗(ひぼう)中傷する情報が掲載されること

（88.5％）、(２)フェイクニュース（真実ではない情報）や誤った情報が拡散される

こと（88.5％）、(７)わいせつな画像や残虐な画像などの情報が掲載されること

（85.9％）など８項目が『あると思う』は 80％以上となっています。（Ｐ29参照） 

現実社会での人権問題とともに、匿名性の高いインターネットにおける様々な人権

侵害が増加していますが、現在は解決が難しい状況にあります。 

自らが人権侵害をしないこと、そして人権侵害の被害者とならないため、インター

ネットの適正な利用についての学習機会の提供などにより、利用者の人権意識の向上

を図るとともに、インターネット事業者の人権問題についての理解と人権問題解決に

向けての協力が進むことが期待されます。 
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３）人権学習と認知度 

問１人権問題の認知度で「内容をある程度知っている」と回答した人の構成比を、

問 13学校教育での人権問題の学習経験の有無で比較します。 

すべての設問において、「人権学習を受けた」割合は、「人権学習を受けなかった」

割合より 12ポイント以上高くなっており、学校教育における人権学習の効果がみら

れます。 

特に、(16)インターネットにおける人権侵害（38.2ポイント）、(13)性的マイノ

リティ（LGBT 等）の人権問題（32.9 ポイント）、(11)犯罪被害者やその家族の人

権問題（29.0 ポイント）、(８)ヘイトスピーチ（28.4 ポイント）、(７)日本に居住

している外国人の人権問題（25.6 ポイント）などは 25 ポイント以上の差がありま

す。 

最近話題になる人権問題については、内容まで含めた正確な情報が人々に届いてい

ないことも考えられ、学校教育において発達段階に応じたきめ細かな人権学習の必要

性が再確認されます。 

また、学校教育以外においても、会社等における人権研修、行政と人権関係団体と

連携した人権学習、生涯学習など様々な人権学習機会の提供と人々の参加の促進が期

待されます。 

※小学校、中学校、高等学校、大学、短大、専門学校のいずれかで人権学習を「受けた」と回

答した場合は「人権学習を受けた」とし、「はっきりと覚えていない」「受けたことはない」

無回答は「人権学習を受けなかった」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 問１ 人権問題の認知度「内容をある程度知っている」構成比での、問 13 学校教育

での人権問題の学習経験の有無による差（単位：ポイント） 

38.2

32.9

29.0

28.4

25.6

24.1

22.5

22.0

22.0

20.8

18.0

16.1

14.4

14.1

13.2

12.7

0ポイント 20ポイント 40ポイント

(16) インターネットにおける人権侵害

(13) 性的マイノリティ（LGBT等）の人権問題

(11) 犯罪被害者やその家族の人権問題

(８) ヘイトスピーチ

(７) 日本に居住している外国人の人権問題

(12) ホームレスの人権問題

(５) こころの病（うつ病など）に関する人権問題

(14) 職業や雇用をめぐる人権問題

(15) セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント

(３) 高齢者の人権問題

(９) HIV感染者、ハンセン病回復者

及びその家族の人権問題

(１) 女性の人権問題

(６) 部落差別（同和問題）

(10) 新型コロナウイルス感染症感染者や回復者

並びに医療従事者等やその家族の人権問題

(２) 子どもの人権問題

(４) 障害のある人の人権問題

図 学校における人権学習の有無と認知度の差(N=1168)

「内容をある程度知っている」の学習経験による差
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図 問 13 学校教育での人権問題の学習経験別 問１ 人権問題の認知度 

71.0

54.9

77.0

63.8

67.5

46.7

52.7

40.0

55.7

33.2

50.9

36.5

50.7

25.1

56.4

28.0

43.1

25.1

61.5

47.4

60.0

31.0

54.0

29.9

61.5

28.6

55.1

33.1

76.6

54.6

86.0

47.8

28.2

41.7

22.6

34.3

32.5

47.6

42.2

48.8

42.0

52.2

45.2

51.4

44.6

56.8

40.4

56.0

47.2

54.3

38.5

45.7

36.3

56.5

46.0

56.1

35.4

50.4

40.4

53.2

22.7

38.8

14.0

43.3

2.7

0.5

1.9

5.5

5.1

11.0

2.3

14.2

3.6

11.2

4.7

17.7

3.2

15.6

9.6

20.4

6.8

3.8

12.1

13.4

3.1

20.6

4.5

13.2

6.2

8.6

0.8

0.6

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.1

0.0

0.4

0.4

0.8

0.0

0.4

0.0

0.3

0.0

0.3

0.0

0.1

0.0

0.4

0.0

0.7

0.0

0.3

0.0

0.5

0.8

0.4

0.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人権学習を受けた(N=238)

人権学習を受けなかった(N=774)

人権学習を受けた(N=217)

人権学習を受けなかった(N=779)

人権学習を受けた(N=123)

人権学習を受けなかった(N=839)

人権学習を受けた(N=372)

人権学習を受けなかった(N=672)

人権学習を受けた(N=176)

人権学習を受けなかった(N=788)

人権学習を受けた(N=560)

人権学習を受けなかった(N=498)

人権学習を受けた(N=148)

人権学習を受けなかった(N=812)

人権学習を受けた(N=94)

人権学習を受けなかった(N=863)

人権学習を受けた(N=218)

人権学習を受けなかった(N=766)

人権学習を受けた(N=13)

人権学習を受けなかった(N=911)

人権学習を受けた(N=80)

人権学習を受けなかった(N=856)

人権学習を受けた(N=63)

人権学習を受けなかった(N=874)

人権学習を受けた(N=96)

人権学習を受けなかった(N=867)

人権学習を受けた(N=89)

人権学習を受けなかった(N=869)

人権学習を受けた(N=128)

人権学習を受けなかった(N=842)

人権学習を受けた(N=93)

人権学習を受けなかった(N=870)

図 問13 学校教育での人権問題の学習経験別 問 １ 人権問題の認知度

内容をある程度知っている あることは知っている 知らない 無回答 合計

(１) 女性の人権問題 

(２) 子どもの人権問題 

(３) 高齢者の人権問題 

(４) 障害のある人の人権問題 

(５) こころの病（うつ病など）に関する人権

問題 

(６) 部落差別（同和問題） 

(７) 日本に居住している外国人の人権問

題 

(８) ヘイトスピーチ  

(９) HIV 感染者、ハンセン病回復者及びそ

の家族の人権問題 

(10) 新型コロナウイルス感染症感染者や

回復者並びに医療従事者等やその家

族の人権問題 

(11) 犯罪被害者やその家族の人権問題 

(12) ホームレスの人権問題 

(13) 性的マイノリティ（LGBT 等）の人権問

題 

(14) 職業や雇用をめぐる人権問題 

(15) セクシュアルハラスメント、パワーハラ

スメント 

(16) インターネットによる人権侵害 
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４）人権学習と人権や差別に関する考え方 

問 11人権や差別に関する考え方「そう思う」と回答した人の構成比を、問 13学

校教育での人権問題の学習経験の有無で比較します。 

人権や差別に関する考えの割合について、学校教育で「人権学習を受けた」人と「人

権学習を受けなかった」人を比較すると、(６)差別をなくすためには、子どものうち

からの教育が重要であると考える人の割合では、学校教育で「人権学習を受けた」人

が「人権学習を受けなかった」人より 12.4ポイント高くなっています。また、学校

教育で「人権学習を受けた」人は、(３)差別問題に無関心な人にも、差別問題につい

てきちんと理解してもらうことが必要であると考える人の割合でも12.1ポイント高

く、(７)差別をなくすためには、行政だけでなく市民団体の取り組みも必要であると

考える人の割合でも 10.5ポイント高くなっています。 

また、(12)人権問題とは、差別を受ける人の側の問題であって、自分には関係が

ないとの考え方について「そう思わない」と回答した人の割合では、「人権学習を受

けた」人が「人権学習を受けなかった」人より 13.2ポイント高くなっています。 

このように、学校教育の人権学習によって児童・生徒・学生が人権を理解し、差別

をなくすことに積極的な考えを持つことは、人権意識の向上に大きく貢献をしている

と言えます。今後とも学校教育での人権学習の拡充を図るとともに、社会での人権学

習機会の提供の増加や人権学習に多くの人々が参加することが期待されます。 

 

 

 

   

図 問 13 学校教育での人権問題の学習経験別 問 11 人権についての考え方（一部の項

目） 
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38.8

65.2
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48.8

38.3

3.2

1.8

36.0

41.4

26.0

29.8

33.4

36.5

3.2

5.6

5.6

4.9

2.2

2.2

5.1

4.5

20.3

21.2

1.5

2.7

1.0

2.0

1.9

2.7

67.3

54.1

4.3

6.2

3.9

8.2

9.0

12.5

4.2

11.8

1.7

6.0

1.7

4.9

1.7

5.6

1.8

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人権学習を受けた(N=719)

人権学習を受けなかった(N=449)

人権学習を受けた(N=719)

人権学習を受けなかった(N=449)

人権学習を受けた(N=719)

人権学習を受けなかった(N=449)

人権学習を受けた(N=719)

人権学習を受けなかった(N=449)

図 問13 学校教育での人権問題の学習経験別 問11 人権についての考え方

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

合計

(３) 差別問題に無関心な人にも、差別

問題についてきちんと理解してもら

うことが必要である 

(６) 差別をなくすためには、子どものう

ちからの教育が重要である 

(７) 差別をなくすためには、行政だけで

なく市民団体の取り組みも必要で

ある 

(12) 人権問題とは、差別を受ける人の

側の問題であって、自分には関係

がない 
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第６章 資料編 

１．アンケート調査票(案内文及び調査票) 
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